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1. はじめに

　神奈川県北西部の小仏山地は関東山地の南部にあたり、
神奈川県最古の地層が見られる地域である。関東山地に
は三波川帯、秩父帯、四万十帯などの付加体およびその
変成相が広く分布しており、小仏山地には、最も南に位
置する四万十帯が分布している。関東山地南部の四万十
帯は古くから研究されており、鈴木（1888a, 1888b）が小
仏古生層として、地質図に記載したことより始まる。そ
の後、藤本（1931）は小仏層と命名し、下部より、小伏
層、川乗層、笹野層に区分した。また、三土（1932）は
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小仏統と命名し、佐野川層、与瀬層、恩方層、城山層に
区分した。四万十帯に属する地層群の層序に関する研究
としては、山梨県・山梨県地質図編纂委員会（1970）、牧
野（1973）、酒井（1987, 2007）、Watanabe & Iijima（1989）、
石田（1995, 1996）などがある。構造地質学的な研究とし
ては、小川（1975）、Kosaka et al.（1988）および Ogawa et 
al.（1988）が、苦鉄質岩～超苦鉄質岩の岩石学的研究と
しては、Ishida（1972）、石田（1974, 1985, 1987）、石田ほ
か（1988）、荒井・石田（1987）、石田・荒井（1990）、石
田（2002）などがある。関東山地の四万十帯の研究史に
ついては、河尻（2012）や原（2013）に紹介されている。
しかしながら、関東山地の四万十帯は部分的に変成作用
を被って千枚岩質となるなど、化石の産出に乏しく、付
加体としての研究が十分に進められているとは言い難い。
本稿では、神奈川県内の四万十帯の地質についてのレ
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ビューを行なった河尻（2012）を基に、新知見を加えて
神奈川県内の四万十帯の地質の概要を述べる。

2. 小仏山地の地形地質概説

2-1 小仏山地の地形概説

　小仏山地については定義や範囲は明確ではなく、おそ
らく、小仏峠を中心とする関東山地最南部の山塊に使用
されている名称である。「小仏」の地名としては、小仏峠
のほかは、小仏城山がある。高尾山（標高 599 m）から小
仏峠、景信山（標高 727 m）を経て、陣馬山（標高 855 m）、
生藤山（標高 990 m）にかけて、小仏山地の主要な稜線が
見られる。最高地点は生藤山であり。関東山地の最高地
点である甲武信ヶ岳（標高 2,475 m）周辺に比べて、なだ
らかな山容を示す。

2-2 小仏山地の地質概説

　小仏山地に分布する地層は四万十帯に属する地層群で、
白亜紀から古第三紀の付加体である。四万十帯は関東山
地の南縁に位置し、北側～北東側は、白泰断層、仏像構
造線、五日市－川上構造線で秩父帯と、南側は藤野木－
愛川構造線で、古伊豆－小笠原弧の一部をなす新第三系
と接する（図 1）。西側は徳和深成岩体に貫入され、東側
は新第三系および第四系によって覆われている（例えば、
酒井 , 1987; 坂本ほか , 1987; 尾崎ほか , 2002; 原ほか , 2010; 
植木ほか , 2013）。
　四万十帯の区分については、研究者ごとに様々になさ
れており、統一された見解は出されていない。小仏山
地の四万十帯の地層群の区分については、見上（1968, 
1978）、奥村・門倉（1973）、奥村（1975）、神奈川県教育
委員会（1980a, 1980b）、酒井（1987）、Yagi（2000）、原（2013）
があるが、本稿では、地層区分を酒井（1987）に従うこ
ととした。
　付加体は断層に境された地層が構造的に積み重なった
地質体であり、地層が下から順に堆積して形成されたわ
けではない。そのため、断層と断層の間では地層累重の
法則が成り立つ場合もあるが、全体としては成り立たな
い。そこで、様々な研究者が付加体の地層群を区分する
にあたり、「層」や「層群」に変わる用語を提唱している。
付加体の区分に関しては中江（2000）にまとめられている。
小仏山地に分布する四万十帯の地層群の層序単位名称と
しては、酒井（2007）が従来の「層群」を「コンプレックス」
に、「層」を「ユニット」に、原（2013）は従来の「層群」
はそのままで、「層」のみを「ユニット」に置き換えた。「コ
ンプレックス」や「ユニット」の呼称は、定義が研究者
ごとによって異なり確定されていないため本稿では使用
せず、従来通り「層群」と「層」を用いることとする。
　関東山地の四万十帯は北から南へ、小河内層群、小仏
層群、相模湖層群に区分され、それぞれの境界は断層で
ある。小仏山地には小河内層群は分布しないので、本稿
では小仏層群と相模湖層群について述べる。図 2 に小仏
山地の四万十帯の地質図を示した。小仏層群は後期白亜
紀の付加年代を示し、盆堀川層と小伏層に区分され、相
模湖層群は古第三紀の付加年代を示し、権現山層と瀬戸
層に区分される（酒井 , 1987）。

3. 小仏層群

3-1 小仏層群の概要

　小仏層群は、北側は秩父帯の地層群および小河内層群
と五日市－川上構造線で、南側は相模湖層群と断層で接
する（図 2）。主に後期白亜紀の砂岩頁岩互層、千枚岩か
らなり、礫岩、珪長質凝灰岩、混在岩などをともなう。
混在岩にはチャートや緑色岩のブロックが含まれる（酒
井 , 1987; Yagi, 2000）。全体的に弱い変成作用を受けてい
る（Hara & Kurihara, 2010）。砂岩および砂岩頁岩互層を主
体とする盆堀川層と千枚岩質頁岩および砂岩頁岩互層を
主体とする小伏層に区分される。

3-2 盆堀川層

　主に砂岩および砂岩頁岩互層よりなり（図 3A）、礫岩、
珪長質凝灰岩を伴う。珪長質凝灰岩は砂岩中の薄層とし
て挟在されることが多いが、層厚数 m のものも存在す
る（河尻 , 2012）。原（2013）の盆堀川ユニット、笛吹ユ
ニットおよび小菅ユニットにほぼ相当する。褶曲が発達
するが全体に北方上位である（酒井 , 1987）。礫岩の礫種
は、チャート、砂岩、頁岩が多く、石英斑岩や花崗岩質
岩などの火成岩も含まれる（牧野 , 1973; 酒井 , 1987; Yagi, 
2000）。
　小仏山地からは化石の報告はないが、東京都檜原村や
あきる野市、山梨県丹波山村の珪長質凝灰岩、珪質頁岩、
頁岩中の放散虫化石より、盆堀川層の年代は白亜紀アル
ビアン～マーストリヒチアンと考えられる（久田ほか , 
1986; 酒井 , 1987; Takahashi & Ishii, 1995; 石田 , 2004; Yagi, 
2000; 原 , 2013）（図 4）。

3-3 小伏層

　小仏山地周辺では、津久井湖の北方から高尾山、景信山、
陣馬山を経て鶴川上流域に至る細長い地域に分布する。
主に泥質千枚岩および砂岩頁岩互層よりなり（図 3B）、凝
灰質千枚岩や千枚岩化した安山岩を挟在する。凝灰質千
枚岩を頻繁に挟在し、千枚岩化した頁岩凝灰岩互層となっ
ている部分もある。レンズ状またはブロック状の苦鉄質
火山岩やチャートの異地性ブロックを含む（酒井 , 1987; 
梶浦 , 1995; Yagi, 2000; 原 , 2013）。生藤山から陣馬山南方
にかけては、キンクバンドの発達や砂岩の片状化、ブー
ディン構造などが見られ、千枚岩化が著しい。著しく微
褶曲の発達する地域もある（奥村・門倉 , 1973）。陣馬山
北方などでは千枚岩質頁岩中に二次的な黄鉄鉱が生じて
いる場合がある。小伏層の年代は頁岩中などの放散虫化
石から白亜紀サントニアン～カンパニアンと考えられる

（Hara & Kurihara, 2010）（図 4）。

4. 相模湖層群

4-1 相模湖層群の概要

　おもに砂岩、頁岩、砂岩頁岩互層からなり、千枚岩、礫岩、
チャート、玄武岩、石灰岩を伴う。北側は断層で小仏層
群と、南側は藤野木－愛川構造線で愛川層群および丹沢
層群とその相当層と接する。砂岩および砂岩頁岩互層を
主体とする権現山層と、頁岩、千枚岩質頁岩、砂岩頁岩
互層を主体とする瀬戸層に区分される（酒井 , 1987）。
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図 1．関東山地南部の地質図．杉山ほか（1997）を基に作成．

図 2．小仏山地周辺の小仏層群および相模湖層群の地質図．神奈川県教育委員会
（1980a, 1980b），酒井（1987），坂本ほか（1987），梶浦（1995），尾崎ほか（2002），
産業技術総合研究所地質調査総合センター（2010）を基に作成．
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4-2 権現山層

　主に砂岩および砂岩頁岩互層よりなり（図 3C）、頁岩、
礫岩、珪長質凝灰岩を伴う。砂岩頁岩互層には、スラン
プ褶曲やブーディン構造がみられる場合があり、津久井
湖上流の相模川および道志川沿いでは、一部に北西 - 南東
の軸を持つ褶曲が認められる（見上 , 1968; 河尻 , 2012）。
礫岩は一般に亜角礫～円礫で、礫種は砂岩、頁岩、チャー
トが多く、石灰岩、花崗岩様岩石、火山岩もみられる（梶
浦 , 1995; 奥村 , 1975; 原 , 2013）。奥村（1975）はウーライ
ト構造を示す石灰岩礫や、化石を含む石灰岩礫を報告し

ている。
　相模原市緑区澤井や相模原市緑区葉山島の頁岩中の放
散虫化石から、権現山層の年代は前期暁新世～中期始新
世と考えられる（酒井 , 1987; 酒井・梶浦 , 1994; 猿田・高橋 , 
2012）（図 4）。

4-3 瀬戸層

　主に頁岩、千枚岩質頁岩、砂岩頁岩互層からなり（図
3D）、砂岩や砂岩ブロックを含む混在岩を伴う。南縁部
では砂岩および頁岩を主体とする（神奈川県教育委員会 , 

図 3．小仏層群および相模湖層群の岩相．
	 A: 盆堀川層の砂岩頁岩互層（相模原市緑区川尻相模川左岸），B: 小伏層の千枚岩化した砂岩頁岩互層（相模原市緑区佐野川沢井

川右岸），C: 権現山層の砂岩頁岩互層（相模原市緑区小原），D: 瀬戸層の破断した砂岩頁岩互層（相模原市緑区若柳），E: 瀬戸層
の頁岩中の石灰質ノジュール（矢印）（相模原市緑区青山道志川右岸），F: 瀬戸層の黒色ノジュール転石（相模原市緑区若柳）．

A

DC

B

E F
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1980a, 1980b; 梶浦 , 1995; Yagi, 2000）。また、藤野木－愛川
構造線近傍の頁岩中には頻繁にドレライト岩脈が貫入し
ている。
　大月市真木付近には、苦鉄質凝灰岩～火山礫凝灰岩、
枕状溶岩、玄武岩質溶岩、ハイアロクラスタイトを主体
とする緑色岩が発達している（Ishida, 1972; 石田 , 1974; 酒
井 , 1987; Yagi, 2000）。また、大月市初狩町～甲州市勝沼
町にかけての藤野木－愛川構造線近傍からは蛇紋岩、ピ
クライト玄武岩、タルク－角閃石岩が報告されている（石
田 , 1987; 石田ほか , 1988; 荒井・石田 , 1987; 石田・荒井 , 
1990）。河尻（2012）は、上野原市上野原において蛇紋岩
体を、相模原市緑区小渕において変斑レイ岩の転石を報
告したが、その後の調査で、それぞれ、蛇紋石脈を伴う
著しく剪段された含礫頁岩と苦鉄質角礫岩であることが
判明した（河尻 , 2015）。含礫頁岩は、数 cm ～ 10 cm 程
度の閃緑岩、斑レイ岩、玄武岩、ドレライト、珪質岩、
砂岩のブロックを含む。また、苦鉄質角礫岩は、種々
の斑レイ岩の角礫を含み、蛇紋石の細脈を伴う（河尻 , 
2015）。
　瀬戸層の頁岩には石灰質ノジュールが含まれる場合が
あり、最大長径 30 cm 程度である（図 3E）。また、濱松

（2017）は、愛川町西部の中津川支流の道ノ入沢より転石
であるが、黒色ノジュールを報告した。黒色ノジュール
は相模原市緑区若柳の相模湖南岸においても転石として
見出される（図 3F）。また、道ノ入沢からは生痕化石を含
むノジュールの転石も報告されている（小竹 , 1996）。ノ
ジュールが報告されているのはいずれも藤野木－愛川構
造線近傍であり、ほぼ同一層準と考えられる。
　大月市笹子町、大月市七保町、愛川町八菅山付近、愛
川町勝楽寺付近の頁岩および珪質頁岩中の放散虫化石よ
り、瀬戸層の年代は中期始新世～前期漸新世と考えられ
る（高橋・石井 , 1993; Yagi, 2000; 猿田・高橋 , 2012）（図 4）。

5. おわりに

　日本列島には広く付加体が分布しており、1980 ～ 1990
年代にかけて、微化石層序学を軸とした精力的な研究が
遂行されてきた。その結果、多くの地域で層序区分や地

図 4．小仏層群および相模湖層群を構成する各層の年代．
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